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＜連絡事項＞

· 6/26、7/3、7/10小坂Drの勉強会あり。いずれかの日に参加する
（参加対象：H20.1.1以降の入職者）

· 病院スタッフ内で、体調不良者が増えているので、体調管理をしっかり行うこと。

＜外来情報＞

· 山田　健次様～特に変わりないとのこと。

· 船場　幸子様～手帳へ貼り付ける為の写真をPSWへ渡している。特に変わりないとのこと。

· 鈴木恵美子様～ナパゲルン軟膏継続処方している。6/26、採血施行予定。（食前）

· 古舘　ヨリ様～薬を紛失したと話していた事から、本日10日分の定期薬処方している（今週の外

来はなし）。次回は6/21（土）の受診予定。

· 中居　松男様～日中の眠気はあるが、我慢すると話される。眠いときには、デイケアで少し休むよ

う指示あり。

· 平　康子　様～たまにエアロビへ参加しているが、時折足が痛むため休んでいるという。

· 上久保善郎様～外泊から帰ってきたことを報告される。農作業には慣れたとのこと。

· 高橋　百壽様～月曜に眠剤を頓服として処方していたが、効き目があまりないとのこと。本日屯用

薬としてドラールを処方している。

· 奥山以依子様～青風荘のレクリエーションにて、バイキング亭に行く予定である事を報告される。

· 大久保康弘様～喉の渇きがあるが、我慢できているとのことで、処方変更なし。テンションは押さ

えられている感じがすると話される。

· 鹿原　博夫様～パン作りについて、楽しそうに話される。

· 前野　義勝様～姉様より、幸房を利用していたほうが安心と言われたとの事。本人も「姉が言って

たし。」といい、期限いっぱい幸房を利用したいとの希望聞かれている。

· 柳町　信之様～昨日、青明舎より情報提供あったアパートでの洗濯時間について、主治医よりアパ

ートは一人だけで住んでいるわけでないため、日中に洗濯を済ませるよう説明あり。夜間に洗濯を行っていることは否定せず、「分かりました。」と返答される。

· 中居美津子様～筋肉痛あることからロキソニン処方しており、時折服用していたが、あまり効き目

はないという。ただし、飲まないよりはよいとのことで、本日も継続処方している。

＜利用者様情報＞

· 駒目　翔　様～昨日の午後、突然仕事をしたいとの訴えあり。希望する理由は、8月に3泊4日で

東京方面への旅行を予定しており、その予算を工面したいからとのこと。「青明舎から短期の仕事の斡旋をしてもらいたい。」と話す為、青明舎は仕事を斡旋する施設ではないことを説明。ハローワークを利用したり、気になる求人があれば、自身で直接連絡をとるよう伝えている。また、本人へ現状での旅行・就労は難しいのではと問い掛けるも、「大丈夫ですよ。（喘息）発作は今使っている薬を持っていけば大丈夫だし、仕事も友人の職場を紹介してもらうから。」と深くは考えていない様子。現時点で、デイケアへの通所・通信教育の学校・自動車学校・他科受診（日赤病院）などが一週間の予定として組み込まれており、そこに追加しての就労はタイムスケジュール的にも難しいことを説明するが、「何とかなりますよ」と理解に乏しい。家族としては、仕事に関しては社会勉強になるとの理由から賛成しており、旅費に関しては、自分の貯金を崩して行くよう話しているとのこと。
また、昨日相談があった夜間の呼吸器治療や、バス券について本人へ確認。バス券や手帳利用に関しては、家族は手帳を持つ事で本人が仕事をしづらくなると考え、消極的とのこと。夜間の呼吸器治療については、以前軽米病院受診した際、本人の喘息発作時に使用する薬液が保管されておらず対応できないと言われたことや、受診時に４時間待たされた事、また地元の病院であるため、知り合いに知られてしまう可能性があることから、日赤病院を利用しているという。

· 高橋　百壽様～今週月曜に2時間寝て以降、全く眠れていないとのこと。今朝、一時間ほどウトウ

トして眠れたという。眠剤の処方を希望しており、急遽外来受診している。定期薬の変更は拒否しており、頓服薬で調整することとなったという。

· 我満奈津紀様～昨日、娘様の担任と面談してきたとのこと。本人より、娘様が登校できるまでの代

案を提案するが、担任からは学校に来ることが出来る方法をとにかく考えていこうと話があったとのこと。娘様が担任に対し、抵抗感があることも伝えてきたという。本日、本人より「眠ってはいるけど、朝起きてもスッキリしなくて、また寝たくなる。ずっと眠気がある。」と眠気の訴えあり。娘様のことで悩んでいるからではないかと問うも、「自分の体調が悪くなるほど悩んでない。」とのこと。気になるようであれば、外来時に相談するよう促している。また、昨日自宅にて娘様が調理中、足に包丁を落としたことについて、笑って周囲へ状況を説明していることあり。

· 五日市　公様～「いろんな人から助言をもらって、自分の趣味を広げてみようと思いました。」と

話す事あり。昨日、青風荘職員や岩城様と一緒に美術館見学してきたことを嬉しそうに報告してこられる。自分から他メンバーの輪に入っていこうとする努力もみられており、本人にも良い評価を伝えて行くこととする。

＜事例検討＞

板橋　利美様（53）　　病名：統合失調症　　合併症：両変形性膝関節症、糖尿病

利用開始：H20.1.29（３ヶ月経過）

治療計画

・SSTなどを用い、対人交流能力の向上を図る。

・精神病や糖尿病に関する病識を持っていただき、生活の改善を図る。

現在の状況

・特別な理由がない限りは、出席する事は出来ている。

・他メンバーとの交流を図ることはできており、会話時の口数も増えている。

・時折、会話時に相手に対し辛辣な言葉を発することがある。

・エアロバイクは毎日、自ら行うこと出来ている。

・最近は積極的に卓球に参加する姿みられる。

・体臭や服や臭うことあり、指摘すると「絶対変えないよ。」といいながらも、翌日には別な衣服を
着て来所されている。

・コーラを毎日飲んでおり、最近は飲む量も増えているが、体重の増減は特にみられていない。
　血糖値も特に異常ないと本人は話される。

青山荘より

・以前は夜間の中途覚醒あったが、最近はあまりないという。

・先週から服薬は自己管理となっており、毎回忘れずにスタッフへ確認を求めている。

・スタッフ付添いで、バスを利用し外出しているが、特に問題なく利用できている。

今後の対応

・辛辣な言葉を発すること多いため、SSTなどのプログラムを通し、振り返りを行う。

・運動の継続に関し、評価していく。










